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従来のエアーストーン

エアーストンの泡は・すぐ大きくなり浮上



マイクロバブル・ディフューザー

直径  100 ～ 500 μm の泡



マイクロ・ナノバブルの特徴 ①

直径 5～25 μm

40μm以下の気泡は浮上しない





Diameter of the micro-bubbles (µm)
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eco－バブルの

サイズ別・分布状況



マイクロ・ナノバブルの特徴 ②

泡は浮上せず
消える



マイクロ・ナノバブルの特徴 ③
水中への酸素ガスの速い溶解

純酸素ガス ・ 海水曝気実験

溶存酸素15％の海水（400L）を100％に上げる時間比較
体積あたりの表面積の大きさ S/V = 4πr²/(¾πr³)= 1/r

59分10秒 ±8:44   5分50秒 ±0:43  2分00秒 ±0:22

3.1％ 31.2％ 91.8％
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海水における溶存酸素アップ比較表
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ECBL-5N ECBL-S1ECBL-3N ECBL-400

マイクロ・ナノバブル 発生装置の用途

eco-バブル® で溶解できる気体＝空気、N2、O2、O3、CO2

多様な分野における利用の拡大

魚介類の増養殖、植物栽培、食品加工、用水・排水処理、洗浄、炭酸泉水の作成等

養殖場の環境改善

生産性・品質の向上

病院、介護施設における利用

健康増進への貢献

排水・下水処理の

飛躍的効率化

生産性・品質の

向上



※５Nタイプの場合
200V／2.2kw



大容量ＭＢ発生装置分解図



 

 

     

負圧計

湿潤を避け高所に設置

エアーチューブ

エアーコック

タイマー

電源コード

吐出側

吸気側

平面図側面図

連続運転最低水位

325mm

排水最低水位

110mm

236mm

162mm

別注品eco‐バブル・システム図面

※ 空転・横倒し運転・・厳禁

高揚程
水中ポンプ

100V / 250W

全揚程10 m

気液処理吐水量

【２５０Ｗ】

50 L / min

【４００Ｗ】

80 L / min

本体＝SUS 304

通常稼動値

負圧＝0.03～0.04Mpa



 

 

     

側面図 平面図

点検用 開閉孔 専用開閉器具

本体取外しボルト

本 体

本体交換／保守・点検 要領

本体のフタ開けて内部点検

ポンプの点検・取外し

（付属部品）

水中ポンプ

ゴムパッキン有

236mm

162mm

325mm

交換位置

キャップ

キャップ
外したら
ネジ戻す





The highest potential for 
dissolving oxygen 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

eco-Bubble® series manufactured by Taikohgiken, Ltd. 

大容量発生・水中写真



eco‐バブルシリーズ／酸素溶解性能比較



天草・真鯛の海上養殖（発生器・海面下８ｍ）

微細な気泡が優しく発生する
ので、魚介類にストレスをか
けない。養殖漁場では、泡に
近づいてくる魚も多い。



給餌時の酸素要求量増大

給
餌

運動量の増加

餌の消化・吸収

餌に群がり、密集状態

給餌時は、魚貝類の活性が高く同時に酸素要求量も増大。
溶存酸素が少ないと、餌喰いが悪くなり、残餌の沈降が
多くなるため有機汚泥の堆積を早めることにも繋がる。



で魚が変わる①

期間成長量（ｇ） 給餌量（Ckg） 転換効率（％）

・・・少ない餌でも良く育つ・・・

給餌量は炭素重量

(Ckg)として算出

可食部は体重の45％、魚肉の

有機炭素含量を45％として算出

マイクロバブル



で魚が変わる

・・・ ヘルシーで旨味豊かな魚に ・・・

脂質（g/100g） 総アミノ酸量（㎎）

魚肉100gに含まれる脂質の量(g) 魚肉１ｇ中に含まれる総アミノ酸量(mg)

マイクロバブル











eco-Bubble®-5N を用いた池の溶存酸素濃度制御実験

タイ・カセサート大学水産学部との共同研究プロジェクト



eco-Bubble®-5N によるマイクロ・ナノバブルの付加

タイ・カセサート大学 Kalong Wan 水産研究所
バナメイエビ養殖実験池（40 m x 40 m）



バナメイエビ養殖池の溶存酸素濃度の日最高値と最低値

D
O

 (
m

g
/L

)

Time (days)

+0.92 ± 0.28 

mg L-1

コントロール池

マイクロ・ナノバブルを付加した池

Pond: 1,600 m2 

Temp.: 25〜31°C, Salinity: 31, Sep. 9 to Dec. 18, 2014
Device: eco-Bubble®-5N, Aeration time: 6 p.m. to 6 a.m. 
12 hours per day
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マイクロバブル混入
繊維品洗浄・３回⇒１回に

節水・・200ｔ⇒120ｔ／１日



洗剤溶解テスト

直
後

10
秒
後

溶解力・透明感に差

２０トンの貯水タンクで

マイクロ・ナノバブルを

発生させた処理水使用















小松菜の溶存酸素アップと水温耐性・1
地球の温暖化現象は、温暖を通り越して亜熱帯化の傾向すら
見受けられる。 特に、水温上昇と酸素欠乏は比例している。

３０種類の小松菜の耐温実験

栽培１１日目の葉と根の状態

（７月中旬）



小松菜の溶存酸素アップと水温耐性・2

７月中旬より１週間後の生育状態

全部の種類が根腐れ、微量要素の

欠乏症もなく、黄化現象がない。

水温上限26℃の小松菜を
 28～32℃で試験栽培



水温が２３℃を越えると生育に障害が出やすいホウレン草
溶存酸素アップで収量 20～30％増、栽培期間 10％短縮

葉の立ち具合がぜんぜん違う

双葉のときから太く、長く、勢いが良い

収穫後の根は白く、
根の重量も２０％重い

水耕栽培・ホウレン草への利用



ねぎは水耕にも土耕にも効果

葉先から溢泌水がよく出る
くらい水揚げがよく、養液
の効き目がよい。

（水耕小ねぎ）

土耕のねぎも葉乱れなく
真直ぐ勢いよく・・成長

根が白いのは
水に酸素が多い



高設栽培のいちごに酸素アップ効果

見事な話題の《あまおう》

玉太り･糖度･食感･抜群の出来 

マイクロバブルの処理水
は水の表面張力が低く、
導管の水揚げ良好。葉水
もよく出て高設栽培にも
施肥効果がよく樹勢抜群



生長点が太く、樹勢がいいので病気も少ない

たわわな実りと玉太りのよいとまと

120％超の増収



酸素の多い水で勢いのよいガーベラ

茎が曲がらないガーベラは切り花にしても寿命が長い



地下水を加温して潅水する
ので欠乏していた溶存酸素
がマイクロバブルで解決し
見事に咲いた鉢物胡蝶ラン

蕾で出荷する菊の品質は
重量と長さで決まる。
肉厚な葉、太く丈夫で長
い茎は酸素一杯の水次第

酸素の多い水で勢いの良い菊とラン



デコポンの二次肥大防止に効果

水揚げ・施肥効果もよく玉太りもよい



ハウス栽培の椎茸にもマイクロバブル



マイクロバブル水で高品質のもやし

水の浸透力が高いので水温が低く
ても発芽活性が素晴らしくよい

21℃を19℃に下げて、エチレンガ
スを減らしたので白く腰の強いモ
ヤシが生産できた

地下水の溶存酸素

 2.0ppmアップ



給餌率UP・肉質向上・受胎率ＵＰ・事故率減少

養 豚＝マイクロバブル水 飲んで  

ストレス解消
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Ｓ１
ノズル

微生物拡大培養



陸上ポンプ

発生装置

吸水ストレーナー

二次曝気反応タンク 最終沈澱池 ろ過池

塩素処理前

清水





廃水処理槽

水 位
浮き子

eco－バブル発生装置

400W水中ポンプ付き

３ｍｍ

メッシュ掛け

酸
素
ボ
ン
ベ

電源

逆止弁

固定ロープ 風量計

工場廃水処理／テスト装置（案）

タイマー



醤油工場廃液処理







極秘・参考文献



未来の医療にもナノバブル技術
高血圧の改善に役立っています
未来の医療にもナノバブル技術
高血圧の改善に役立っています

ナノバブル発生の超音波で電気治療・効果
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